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大義門功徳問答 一切所求満足功徳 結由 

大義門功徳 

問答（２） 

問曰。以名召事。有事乃有名。安樂國既無二乘女人根缺之事。亦何須復言無此三名耶。 

答曰。如軟心菩薩不甚勇猛譏言聲聞。如人諂曲或復儜弱譏言女人。又如眼雖明而不識事譏言

盲人。又如耳雖聽而聽義不解譏言聾人。又如舌雖語而訥口𠽱吃譏言唖人。有如是等根雖具足

而有譏嫌之名。是故須言乃至無名。明淨土無如是等與奪之名。 

 

問ひていはく、名はもつて事を召く。事あればすなはち名あり。安楽国にはすでに二乗・女人・根

欠の事なし。またなんぞまたこの三の名なしといふべけんや。 

答へていはく、軟心の菩薩のはなはだしくは勇猛ならざるを、譏りて声聞といふがごとし。人の諂

曲なると、あるいはまた儜弱なるを、譏りて女人といふがごとし。また眼あきらかなりといへども事

を識らざるを、譏りて盲人といふがごとし。また耳聴くといへども義を聴きて解らざるを、譏りて聾

人といふがごとし。また舌語ふといへども訥口蹇吃なるを、譏りて 人といふがご とし。 かくのご

とき等ありて、根具足せりといへども譏嫌の名あり。このゆゑにすべからく「乃至名なし」といふべ

し。浄土にはかくのごとき等の与奪の名なきことあきらかなり。 

 

 

問答（３） 

問曰。尋法藏菩薩本願及龍樹菩薩所讃。皆似以彼國聲聞衆多爲奇。此有何義。 

答曰。聲聞以實際爲證。計不應更能生佛道根芽。而佛以本願不可思議神力攝令生彼。必當復以

神力生其無上道心。譬如鴆鳥入水。魚蚌咸死。犀牛觸之死者皆活。如此不應生而生。所以可奇。

然五不思議中佛法最不可思議。佛能使聲聞復生無上道心。眞不可思議之至也 

 問ひていはく、法蔵菩薩の本願（第十四願）、および龍樹菩薩の所讃（易行品） を尋ぬるに、み

なかの国に声聞衆多なるをもつて奇となすに似たり。これなんの義かある。 

答へていはく、声聞は実際をもつて証となす。計るにさらによく仏道の根芽を生ずべからず。しか

るに仏、本願の不可思議の神力をもつて、摂してかしこに生ぜしめ、かならずまさにまた神力をも

つてその無上道心を生ずべし。 たとへば鴆鳥の水に入れば魚蚌ことごとく死し、犀牛これに触る

れば死せるものみな活るがごとし。かくのごとく生ずべからずして生ず。ゆゑに奇とすべし。しかる

に五不思議のなかに、仏法もつとも不可思議なり。仏よく声聞をしてまた無上道心を生ぜしむ。ま

ことに不可思議の至りなり。 

 

一切所求満足功徳 

一斉所求満足功徳 

衆生所願樂一切能滿足 



此二句名莊嚴一切所求滿足功徳成就。佛本何故興此願。見有國土。或名高位重潜處無由。或人

凡性鄙悕出靡路。或脩短繋業制不在己。如阿私陀仙人類也。有如是等爲業風所吹不得自在。是

故願言。使我國土各稱所求滿足情願。是故言衆生所願樂。一切能滿足是故願生彼阿彌陀佛國 

此二句結成上觀察十七種莊嚴國土成就。所以願生。釋器世間清淨訖之于上。 

 

衆生所願楽 一切能満足 

 この二句は荘厳一切所求満足功徳成就と名づく。 

仏本なんがゆゑぞこの願を興したまへる。ある国土を見そなはすに、あるいは名高く位重くして、

潜処するに由なし。あるいは人凡に性鄙しくして、出でんと悕ふに路なし。あるいは修短、業に繋

がれて、制することおのれにあらず。阿私陀仙人のごとき類なり。 かくのごとき等の、業風のため

に吹かれて自在を得ざることあり。このゆゑに願じてのたまはく、「わが国土をしておのおの所求

に称ひて、情願を満足せし めん」と。このゆゑに「衆生所願楽 一切能満足」といへり。 

 

是故願生彼阿彌陀佛國  

此二句結成上觀察十七種莊嚴國土成就。所以願生。釋器世間清淨訖之于上。 

 

是故願生彼 阿弥陀仏国 

 この二句は上に十七種荘厳国土成就を観察するは、願生する所以なることを結成す。器世間清

浄を釈すること、これ上に訖りぬ。 

 















課
題 

一
切
所
求
満
足
功
徳 

 
 
 
 
 
 

参
考
「
解
説
浄
土
論
註
改
訂
版
」 

 
衆
生
所
願
楽
一
切
能
滿
足 

 
 

衆
生
の
願
楽
す
る
所 

一
切
能
く
満
足
す 

此
二
句
名
莊
嚴
一
切
所
求
滿
足
功
徳
成
就
。 

 
 

此
の
二
句
は
、
荘
厳
一
切
所
求
満
足
功
徳
成
就
と
名
づ
く 

佛
本
何
故
興
此
願
。 

 
 

仏
本
何
が
故
ぞ
こ
の
願
い
を
興
し
た
も
う 

見
有
國
土
。
或
名
高
位
重
潜
處
無
由
。 

 
 

有
る
浄
土
を
見
そ
な
わ
す
に
、
或
い
は
名
高
く
、
位
重
く
し
て
潜
処
す
る
に
由
無
し
。 

或
人
凡
性
鄙
悕
出
靡
路
。 

 
 

或
い
は
人
、
梵
性
鄙
し
く
し
て
出
ん
と
悕
う
に
路
靡
し 

或
脩
短
繋
業
制
不
在
己
。 

 
 

或
い
は
脩
短
繋
業
制
す
る
に
己
に
在
ら
ず 

如
阿
私
陀
仙
人
類
也
。 

 
 

阿
私
陀
仙
人
の
如
き
の
類
な
り 

有
如
是
等
爲
業
風
所
吹
不
得
自
在
。 

 
 

是
の
如
き
の
業
風
の
為
に
吹
か
れ
て
自
在
を
得
ざ
る
こ
と
有
り
。 

是
故
願
言
。
使
我
國
土
各
稱
所
求
滿
足
情
願 

 
 

是
の
故
に
願
じ
て
言
わ
く
。
我
が
国
土
各
所
求
に
称
う
て
、
情
願
を
満
足
せ
し
め
ん
、
と
。 

是
故
言
衆
生
所
願
樂
一
切
能
滿
足 

 
 

是
の
故
に
衆
生
所
願
楽
・
一
切
能
満
足
と
言
え
り
。 

是
故
願
生
彼
阿
弥
陀
仏
国 

 
 

是
の
故
に
願
わ
く
は
彼
の
阿
弥
陀
仏
国
に
生
ま
れ
ん
。 

此
二
句
結
成
上
観
察
十
七
種
荘
厳
国
土
成
就
所
以
願
生 

 

 
 

こ
の
二
句
は
上
の
十
七
種
荘
厳
国
土
成
就
を
観
察
す
る
こ
と
を
結
成
す
。 

釈
器
世
間
清
浄 

之
上
に
り
ぬ 

 
 

器
世
間
清
浄
を
釈
す
る
こ
と
之
上
の 

 

解
説 

 

（
願
生
の
行
人
で
あ
る
）
衆
生
の
楽
う
願
い
が
（
仏
願
力
に
よ
り
）
一
切
能
く
満
ち
足
り
る
。 

 

こ
の
二
句
は
荘
厳
一
切
所
求
満
足
功
徳
成
就
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

仏
は
本
来
ど
の
よ
う
な
理
由
で
こ
の
願
を
起
こ
さ
れ
た
の
か
と
い
う
と
、 

現
実
の
国
土
を
ご
覧
に
な
る
に
、 

あ
る
い
は
名
前
が
高
く
、
位
が
重
い
と
潜
み
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

あ
る
い
は
人
が
凡
そ
性
が
田
舎
者
で
あ
る
た
め
に
、
出
た
い
と
望
ん
で
も
、
そ
の
路
が
な
い
。 

あ
る
い
は
、
寿
命
の
長
短
が
、
業
に
つ
な
が
れ
て
お
り
、
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 
 
 
 
 

阿
私
陀
仙
人
の
よ
う
な
類
で
あ
る
。 

こ
う
い
う
よ
う
に
、
業
の
ま
ま
に
翻
弄
さ
れ
て
、
自
在
を
得
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

こ
う
い
う
わ
け
で
、
願
わ
れ
て
言
わ
れ
た
こ
と
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
真
下
さ
ん
資
料
） 



「
我
が
国
土
で
は
各
人
の
起
こ
す
、
い
ろ
い
ろ
な
欲
求
に
沿
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
深
い
存
在
自
体
の
願
い
を

満
足
せ
し
め
よ
う
。
六
情
の
欲
楽
を
満
足
せ
し
め
よ
う
。
」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。（
解
読
浄
土
論
註
） 

こ
う
で
あ
る
か
ら
、「
衆
生
の
願
楽
す
る
所
、
一
切
能
く
満
足
す
。」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

（
感
想
）
荘
厳
一
切
所
求
功
徳
成
就 

 
 

 

願
生
偈
自
体
は
、
堤
日
出
夫
先
生
が
願
生
偈
の
講
義
を
、
長
く
土
曜
会
で
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
よ
く

読
み
下
し
？
で
、
勤
行
も
上
げ
て
い
て
、
出
だ
し
を
言
わ
れ
る
と
、
後
の
偈
文
が
空
で
出
て
く
る
く
ら

い
で
す
が
、
そ
の
願
生
偈
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
論
註
と
い
う
も
の
に
、
関
わ
ろ
う
な
ど
と
は
、
思
っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
ど
な
た
か
が
、
願
生
偈
の
世
界
は
、
す
で
に
浄
土
に
生
ま
れ
た
人
の
世

界
の
話
と
は
な
さ
れ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

論
註
の
勉
強
会
は
、
仏
法
を
聞
い
て
い
く
う
え
で
、
先
師
の
説
い
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
訪
ね
て
い
く

こ
と
で
、
も
っ
と
深
く
御
恩
を
知
り
、
喜
び
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
読
書

会
の
み
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
、
参
加
を
依
頼
さ
れ
て
か
ら
、
真
下
さ
ん
か
ら

の
た
く
さ
ん
の
資
料
も
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
ち
こ
ち
の
会
座
に
出
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 

解
説
を
読
む
限
り
で
は
、 

 
 

「
人
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
業
を
抱
え
て
生
き
て
居
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
そ
の
機
に
応
じ

て
、
あ
あ
な
り
た
い
、
こ
う
な
り
た
い
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
欲
求
を
叶
え
よ
う
と
し
な
が
ら
、
自
分

や
、
仏
様
の
、
本
当
の
願
い
を
満
足
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
よ
う
。」 

と
い
う
功
徳
に
つ
い
て
の
お
話
と
受
け
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 

し
か
し
、
今
日
、
夜
晃
先
生
の
本
の
読
書
会
に
参
加
し
な
が
ら
、 

 
 

「
如
来
の
大
悲
に
よ
っ
て
、
自
利
成
就
し
て
成
仏
の
道
を
生
か
さ
れ
る
我
ら
は
、
同
じ
如
来
の
大
悲
に

よ
っ
て
利
他
の
大
行
を
も
成
就
す
る
こ
と
を
得
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」 

と
い
う
と
こ
ろ
が
、
中
心
点
と
お
話
が
あ
り
、
自
分
の
本
当
の
願
い
は
、
今
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど

も
、
本
当
の
願
い
に
生
き
た
い
と
い
う
自
利
で
あ
り
、
仏
様
の
願
い
を
生
き
た
い
と
い
う
利
他
な
の
で

は
な
い
か
、
と
思
え
て
来
て
、
こ
れ
は
同
じ
こ
と
を
話
さ
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
た
事
で
し
た
。 

 

、 、 



 

 

1 

 

２
０
２
４
年
聖
典
に
親
し
む
会 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

眞
下
ひ
づ
る 

「
国
土
荘
厳
結
由
」  

論
註
上
（真
宗
聖
教
全
書
ｐ
２
９
８
） 

漢
文 

是
故
（＊
故
我
）願
生
彼
阿
彌
陀
佛
國 

 

此
二
句
結
成
上
觀
察
十
七
種
莊
嚴
國
土
成
就
。
所
以
（＊
＊
所
為
）

願
生
。
釋
器
世
間
清
淨
訖
之
于
上
。 

＊
浄
土
論
（
真
全

p
2

7
0

）
故
我
願
生
彼
；
浄
土
論
註
上
（
真
全

2
9

8

）
是
故
願
生
彼 

＊
＊
所
為
願
生
（
夜
晃
先
生
の
恩
徳
記
）
所
以
（
真
全 

解
読
） 

是
故
に
願
く
は
彼
阿
弥
陀
仏
国
に
生
と 

 

こ
の
二
句
は
上
に
十
七
種
荘
厳
国
土
成
就
を
観
察
す
る
こ

と
を
結
成
す
。
願
生
の
所
以
に
。
器
世
間
清
浄
を
釈
す
る
こ

と
、
之
れ
上
に
訖
り
ぬ
。 

語
句 

 

訖 

お
わ
る 

物
事
が
い
く
と
こ
ろ
ま
で
い
き
つ
い
て
、
終
わ
り
に
な

る
。
類
語 

了 

と
ま
る 

い
き
つ
い
て
そ
こ
に
と
ど
ま
る 

同
義
語 

迄
（
キ
ツ 

コ
チ
） 

い
た
る 

そ
こ
ま
で
お
よ
ぶ 

 

是
故
（故
我
）
願
生
彼
阿
弥
陀
仏
国 

設
問
（
１
）な
ぜ
安
楽
国
で
は
な
く
阿
弥
陀
仏
国
な
の
か 

世
尊
我
一
心
帰
命
儘
十
方
無
碍
光
如
来
願
生
安
楽
国 

語
句 

安
楽 

大
無
量
寿
経
（
東
ｐ3

8

）
但
有
自
然 

快
楽
之
音 

是
故
其
国 

名
安
楽

国 阿
弥
陀
仏 

阿
弥
陀
経
（
東
ｐ
１
２
８
） 

論
註
上
（
真
全
ｐ
２
８
２
） 

讃
嘆
門 

「
依
舍
衞
國
所
説
無
量
壽
經
。
佛
解
阿
彌
陀
如
來
名
號
。
何
故
號
阿
彌
陀
。
彼
佛

光
明
無
量
。
照
十
方
國
無
所
障
礙
。
是
故
號
阿
彌
陀
。
又
彼
佛
壽
命
及
其
人
民

無
量
無
邊
阿
僧
祇
劫
。
故
名
阿
彌
陀
。
」 

此
二
句
結
成
上
觀
察
十
七
種
莊
嚴
國
土
成
就
。
所
以
（＊
＊
所
為
）

願
生
。
釋
器
世
間
清
淨
訖
之
于
上
。 

設
問(

２)

結
由
は
三
句
あ
る
。
中
句
の
「願
生
の
所
以
」は
前
句
（此

二
句
結
成…

）
に
つ
く
の
か
。
後
句
（
釈
器
世
間
清
浄
・
・
・
）
に
つ
く

の
か
。
こ
の
区
切
り
方
の
違
い
は
意
味
の
異
な
り
を
も
た
ら
す
の
か
。 

。 一
、
『
解
読
浄
土
論
註
上
』 

（p8
6

）
で
の
区
切
り
方
は
「
所
以
願

生
」が
前
句
に
つ
け
て
釈
さ
れ
て
い
る 

こ
の
二
句
は
上
の
十
七
種
荘
厳
国
土
成
就
を
観
察
す
る
こ

と
を
結
成
す
。
願
生
の
所
以
に
。 

器
世
間
清
浄
を
釈
す
る
こ
と
、
之
上
に
訖
り
ぬ
。 

現
代
語
訳
（
解
読
論
註
上p

8
6

） 

こ
の
二
句
は
、
以
上
十
七
種
の
見
事
に
飾
り
あ
げ
ら
れ
た
国
土
の

完
成
を
観
察
す
る
と
こ
ろ
を
結
び
成
立
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。  

 

「
願
わ
く
は
・
・・
生
ま
れ
ん
」
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

器
世
間
の
清
浄
な
こ
と
を
解
釈
す
る
こ
と
は
以
上
で
お
わ
っ
た
。 

二
、
『
真
宗
聖
教
全
書
』
（p2

9
7

）
で
の
区
切
り
方
は
「
所
以
願
生
」

が
後
句
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
二
句
は
、
上
の
国
土
荘
厳
十
七
種
の
功
徳
成
就
を
観

察
す
る
こ
と
を
結
成
す｡  

願
生
の
所
以
に
器
世
間
清
浄
を
釈
す
こ
と
之
上
に
訖
ぬ
。 

現
代
語
訳
（
私
訳
） 

こ
の
二
句
は
上
で
述
べ
た
十
七
種
の
国
土
荘
厳
が
成
就
し
た
こ
と

の
観
察
を
結
成
す
る
。 

願
生
し
た
か
ら
器
世
間
清
浄
を
釈
す
こ
と
が
上
（
観
察
十
七
種
国

土
荘
厳
成
就
）
で
完
了
し
た
。 

 
設
問
（
３
） 

観
察
十
七
種
荘
厳
国
土
成
就
と
釈
器
世
間
清
浄
と

の
関
係
は
？ 

 

考
察 

資
料
（１
）『恩
徳
記
』住
岡
夜
晃
師(p

2
4

0
) 

  

第
二
十
項 

釈
結
由
之
文 

故
我
願
生
彼
阿
弥
陀
仏
国 

「
故
」
の
字 

上
の
「観
」の
字
（観
彼
世
界
相
）
に
応
ず
。
「
我
」の
言
、

建
章
の
我
（世
尊
我
一
心
）と
一
な
り
。 

「
彼
安
楽
国
」
と
言
わ
ず
し
て
「
彼
阿
弥
陀
仏
国
」
と
云
う
は
「
帰

命
儘
十
方
無
碍
光
如
来
」に
応
ぜ
ん
が
為
な
り
。 

帰
命
と
願
生
と
、
も
と
よ
り
唯
一
心
に
外
な
ら
ず
。 

然
れ
ば
「故
」の
字
は
そ
の
意
、
生
信
に
あ
る
と
云
う
べ
し
。 

上
に
「
願
生
安
楽
国
」
と
云
う
、
是
れ
彼
の
世
界
の
勝
相
を
観
ず

る
に
依
っ
て
な
り
。
是
の
十
七
句
を
観
ず
る
に
此
法
の
不
顛
倒
、

不
虚
偽
な
る
こ
と
を
知
る
。
即
ち
十
七
句
は
勝
過
三
界
道
の
清

浄
功
徳
、
又
、
是
れ
願
心
荘
厳
の
不
虚
作
真
実
功
徳
、
故
に
十
七

種
を
観
知
す
る
者
は
仏
の
本
願
を
観
ず
。
仏
願
力
を
観
ず
る
が

故
に
真
実
の
浄
信
を
生
ず
。
さ
れ
ば 

「観
察
十
七
種
荘
厳
功
徳
成
就
所
為
願
生
」 

「
所
為(

以)

」
と
は
観
以
下
の
十
一
文
字
（
観
察
十
七
種
荘
厳
功

徳
成
就
）
を
云
う
の
で
あ
り
、
偈
文
の
「
故
」
の
文
字
に
外
な
ら
な

い
。
「所
為
願
生
」と
十
七
種
観
察
の
由
致
を
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

「所
為
願
生
」の
「願
生
」は
一
心
帰
命
を
い
う 

願
偈
大
意
「
示
現
観
彼
安
楽
世
界 

見
阿
弥
陀
仏 

願
生
彼
国
」

と
あ
り
、
三
種
荘
厳
を
観
見
し
て
九
方
を
捨
て
西
方
に
願
生
す
。 
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「
所
為
願
生
」
の
願
生
は
一
心
帰
命
を
云
う
。
起
行
の
作
願
に
非

ず
。
長
行
の
五
念
門
を
以
っ
て
偈
文
に
配
釈
せ
ら
る
る
も
、
そ
の

真
意
は
一
心
の
具
徳
を
顕
す
に
あ
り
。
今
は
直
に
偈
の
本
義
に
依

っ
て
願
生
の
所
由
を
釈
成
す
る
な
り
。
願
生
の
所
由
と
は
三
種
成

就
願
心
荘
厳
の
故
で
あ
る
。
長
行
の
中
に
云
く 

「
略
説
彼
阿
弥
陀
仏
国
土
十
七
種
荘
厳
成
就 

示
現
如
来
自
身

利
益
大
功
徳
成
就 

利
益
他
功
徳
成
就
故
」 

 

是
れ
こ
の
十
七
種
は
本
仏
所
得
の
功
徳
に
し
て
二
利
円
満
の
覚

体
た
る
こ
と
を
示
す
故
に
、
如
実
に
彼
の
国
を(*)

観
知
す
れ
ば

衆
生
皆
往
生
を
成
就
す
る
こ
と
を
知
る
。
是
れ
即
ち
願
生
の
所

以
な
り
。 

さ
れ
ば
下
の
観
行
次
第
を
弁
ず
る
後
に
云
く 

「
観
此
十
七
種
荘
厳
成
就 

能
生
真
実
浄
信 

必
定
得
生
彼
安
楽

仏
土
」 

語
句 

(*
)

観
知 

『
恩
徳
記
』
釈
観
察
門
（p9

） 

了
知
仏
願
生
起
本
末 

是
為
観
知
相 

無
碍
光
智 

徹
到
心
中
故 

成
就
此
智 

是
為
生
信
の
本 

(*
*
)

器
世
間
清
浄
を
釈
し
、
之
を
上
に
訖
る
。
結
成
す
。 

語
句 

(*
*
)

器
世
間 

『
恩
徳
記
』
釈
観
察
門(p

6
) 

器
と
は
物
を
盛
る
を
用
と
な
す
。
所
依
の
国
土
は
衆
生
を
盛
る
所
な

る
が
故
に
、
譬
え
て
器
と
な
す
。
浄
入
願
心
章
に
釈
し
て
「
器
者
用
也 

謂
彼
浄
土
是
清
浄
衆
生
之
所
受
用
故 

名
為
器
」
と
い
う
・
・
・ 

今
、
「
世
間
」
と
は
不
思
議
世
に
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
本
願
力
の
所
顕
、

実
相
常
住
の
時
に
、
依
正
主
伴
を
其
の
中
に
於
い
て
顕
現
す
る
が
故
に

「
世
間
」
と
云
う
。
。 

考
察 

設
問
（
１
）
な
ぜ
安
楽
国
で
は
な
く
阿
弥
陀
仏
国
な
の
か 

考
察
（１
）
な
ぜ
安
楽
国
で
は
な
く
阿
弥
陀
仏
国
な
の
か 

夜
晃
先
生
は
「
彼
安
楽
国
と
言
わ
ず
し
て
彼
阿
弥
陀
仏
国
と

云
う
は
帰
命
儘
十
方
無
碍
光
如
来
に
応
ぜ
ん
が
為
な
り
」と
い
わ

れ
て
い
る
。
帰
命
さ
れ
た
仏
如
来
の
国
を
目
指
さ
れ
た
。 

私
は
国
土
観
察
を
通
し
て
安
楽
と
い
う
結
果
で
は
な
く
そ
の

根
源
を
求
め
る
心
が
生
じ
た
か
ら
と
思
っ
た
。 

設
問(

２)

結
由
は
三
句
あ
る
。
中
句
の
「願
生
の
所
以
」は
前
句
（此

二
句
結
成…

）
に
つ
く
の
か
。
後
句
（
釈
器
世
間
清
浄
・
・
・
）
に
つ
く

の
か
。
こ
の
区
切
り
方
の
違
い
は
意
味
の
異
な
り
を
も
た
ら
す
の
か 

考
察(

２)

「
願
生
の
所
以
」
は
前
の
文
に
つ
く
の
か
。
後
の
文
に
つ

く
の
か
。
区
切
り
方
で
意
味
が
違
う
の
か
。 

夜
晃
先
生
の
釈
で
は
観
察
十
七
種
荘
厳
功
徳
成
就
が
願
生
を

う
み
だ
す
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。 

私
は
願
生
に
は
二
段
階
あ
る
よ
う
に
思
う
。
前
の
文
に
つ
く
と

観
察
か
ら
生
ま
れ
た
願
生
は
召
喚
の
声
が
聞
こ
え
そ
の
方
向
を

向
い
た
段
階
、
後
の
文
に
つ
く
と
浄
土
の
環
境
を
受
用
し
た
と
い

う
と
得
生
者
の
想
を
持
つ
願
生
心
が
器
世
間
清
浄
を
成
就
さ
せ

る
段
階
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
思
う
。 

 

資
料
（２
）『浄
土
論
』 

「起
観
生
信
」 

彼
観
察
有
三
種 

何
等
三
種 

一
者
観
察
彼
仏
国
土
荘
厳
功
徳 

二

者
観
察
阿
弥
陀
仏
荘
厳
功
徳 

三
者
観
察
彼
諸
菩
薩
功
徳
荘
厳 

「観
察
体
相
」 

云
何
観
察
彼
仏
国
土
荘
厳
功
徳 

彼
仏
国
土
荘
厳
功
徳
者 

成
就

不
可
思
議
力
故 

如
彼
摩
尼
如
意
宝
性
相
似
相
対
法
故 

観
察
彼

仏
国
土
荘
厳
功
徳
成
就
者 

有
十
七
種 

応
知 

「浄
入
願
心
章
」 

又
向
説
観
察
荘
厳
仏
土
功
徳
成
就 

荘
厳
仏
功
徳
成
就 

荘
厳
菩

薩
功
徳
成
就 

此
三
種
成
就
願
心
荘
厳 

応
知 

略
説
入
一
法
句
故 

一
法
句
者
謂
清
浄
句 

清
浄
句
者
謂
真
実
智
慧
無
為
法
身
故 

此

清
浄
有
二
種 
応
知 

何
等
二
種 

一
者
器
世
間
清
浄 

二
者
衆
生

世
間
清
浄 

器
世
間
清
浄
者 

如
向
説
十
七
種
荘
厳
仏
土
功
徳
成

就 

是
名
器
世
間
清
浄 
衆
生
世
間
清
浄
者 

如
向
説
八
種
荘
厳
仏

功
徳
成
就 

四
種
荘
厳
菩
薩
功
徳
成
就 

是
名
衆
生
世
間
清
浄 

如

是
一
法
句
摂
二
種
清
浄
義 

応
知 

 

設
問
（
３
） 

観
察
十
七
種
荘
厳
国
土
成
就
と
釈
器
世
間
清
浄
と

の
関
係
は
？ 

考
察
（３
） 

器
世
間
（清
浄
）と
荘
厳
国
土
（成
就
）の
関
係
は
？ 

私
は
国
土
荘
厳
は
方
向
性
を
示
す
役
割
、
器
世
間
荘
厳
は
浄

土
の
は
た
ら
き
を
受
け
入
れ
て
生
活
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

国
土
が
器
世
間
に
な
っ
た
転
回
点
は
観
経
次
第
「既
に
眼
鼻
等
の

触
を
知
り
ぬ
」
で
「
須
ら
く
染
を
離
る
る
こ
と
を
知
る
べ
し
」
に
あ

る
。
染
が
知
ら
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
「
仏
恵
の
明
ら
か
に
照
ら
す
を

観
」
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

資
料
（３
） 

『恩
徳
記
』住
岡
夜
晃
師(p

2
3

9
) 

第
十
九
項 

釈
一
切
所
求
満
足
功
徳 

上
来
国
土
十
七
句
は
体
量
性
力
作
の
如
く
の
顕
現
せ
る
二
利
円
満
不
可
思

議
の
荘
厳
な
り
。
此
の
十
七
種
、
一
切
所
求
満
足
に
終
わ
れ
ど
も
、
こ
れ
を

逆
時
に
観
ず
れ
ば
一
清
浄
に
帰
す
。
所
謂
入
一
法
句
之
な
り
。 

観
察
門
中
、
器
世
間
清
浄
分
内
、
初
め
の
起
観
を
了
る
。 

 

設
問
（４
）
「
器
世
間
清
浄
分
内
、
初
め
の
起
観
を
了
る
」 

十
七
種
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国
土
荘
厳
功
徳
成
就
の
終
わ
った
と
こ
ろ
で
夜
晃
先
生
が
「
初
め
の

起
観
を
了
る
」と
お
さ
え
ら
れ
た
意
は
何
か 

考
察
（
４
）
「
器
世
間
清
浄
分
内
、
初
め
の
起
観
を
了
る
」 

十
七

種
国
土
荘
厳
功
徳
成
就
の
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
夜
晃
先
生
が
「
初

め
の
起
観
を
了
る
」と
お
さ
え
ら
れ
た
意
は
何
か 

夜
晃
先
生
の
釈
で
は
結
由
の
「
故
」
が
生
信
を
あ
ら
わ
す
も
の

で
あ
る
。
浄
土
の
国
土
荘
厳
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「此
法

の
不
顛
倒
、
不
虚
偽
な
る
こ
と
を
知
る
。
即
ち
十
七
句
は
勝
過
三

界
道
の
清
浄
功
徳
、
又
、
是
れ
願
心
荘
厳
の
不
虚
作
真
実
功
徳
、

故
に
十
七
種
を
観
知
す
る
者
は
仏
の
本
願
を
観
ず
。
仏
願
力
を

観
ず
る
が
故
に
真
実
の
浄
信
を
生
ず
。
」
で
あ
る
か
ら
十
七
種
の

国
土
荘
厳
の
観
察
（
起
観
）
が
願
生
と
い
う
信
心
を
生
じ
る
（
生

信
）
。 

 

資
料
（３
） 

恩
徳
記
第
五
章
釈
観
察
門
第
一
節
観
察
器
世
間
荘
厳
成
就
第

一
項
釈
清
浄
功
徳(p

1
4

) 

１
． 

示
分
斉 

此
の
清
浄
是
総
相
と
は
一
句
の
分
斉
を
示
す
。
下
十
六
句

を
別
相
と
な
す
。
・
・
・
然
る
に
十
六
句
中
に
は
自
ら
三
厳
を

具
す
る
が
故
に
、
此
の
中
の
総
は
即
ち
通
じ
て
三
厳
二
十
八

句
の
総
相
で
あ
る
。 

故
に
此
の
句
は
下
の
一
法
句
で
あ
る
下
に
入
第
一
義
諦
を

釈
し
て
此
義
至
入
一
法
句
文 

当
更
解
釈
と
云
い
、
情
入
願

心
章
に
於
い
て
一
法
句
者
謂
清
浄
句 

清
浄
句
者
謂
真
実

智
慧
無
為
法
身
故
と
云
わ
れ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。 

こ
の
一
句
上
に
あ
っ
て
は
真
実
功
徳
相
、
即
ち
是
れ
儘
十
方
無
碍

光
如
来
こ
れ
で
あ
る
。
光
壽
を
全
う
じ
て
往
生
即
仏
、
主
伴
因
果

不
二
の
徳
体
。
こ
れ
を
清
浄
句
と
為
し
、
総
相
と
為
す
。
所
謂
第

一
義
諦
妙
境
界
相
。
本
仏
の
自
境
界
で
あ
る 

 

設
問
（
５
）清
浄
荘
厳
功
徳
成
就
の
句
（観
彼
世
界
相 

勝
過
三
界

道
）
が
清
浄
句
で
あ
り
一
発
句
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
観
彼
世
界
相
勝
過
三
界
道
」
と
い
う
句
が
一

法
句
そ
の
も
の
と
い
う
意
味
な
の
か
。 

考
察
（５
） 

夜
晃
先
生
の
恩
徳
記
の
清
浄
功
徳
の
釈
を
読
ん
だ
と
き
清
浄

句
＝
一
法
句
と
い
う
関
係
の
つ
け
方
に
違
和
感
を
感
じ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
れ
は
真
実
と
方
便
を
抽
象
的
と
具
体
的

と
い
う
枠
組
み
で
整
理
し
よ
う
と
す
る
私
の
発
想
の
問
題
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
浄
土
荘
厳
の
実
体
化
も
こ
の

発
想
が
生
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。
浄
土
を
イ
メ
ー
ジ
の
空
間
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
り
私
を
変
え
る
は
た
ら
き
を
受
け
ず

見
て
楽
し
む
も
の
に
し
て
自
分
か
ら
切
り
離
し
て
し
ま
う
。
イ
メ

ー
ジ
の
世
界
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
全
我
に
は
た
ら
き
か
け

ら
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
。
法
蔵
菩
薩
の
願
い
は
私
の
心

の
中
に
浄
土
を
建
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
の
心
は
更
地
で
は
な

く
す
で
に
我
が
占
領
し
て
動
こ
う
と
し
な
い
。
そ
こ
に
清
浄
を
知

ら
し
め
る
た
め
の
浄
土
を
建
て
る
ご
精
進
を
私
の
生
が
尽
き
る

ま
で
さ
れ
続
け
る
の
が
本
願
で
あ
る
と
浄
土
論
の
国
土
荘
厳
を

通
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 

 


